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定
例
会
６
月
会
議
は
、
６
月

22
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
、
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
町

長
提
出
の
６
件
を
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
提
案
の
意
見
書

５
件
を
可
決
し
、
一
般
質
問
で

は
、
４
名
の
議
員
が
、
４
項
目

に
つ
い
て
、
町
の
対
応
や
考
え

方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

参
画
者
は
２
名
で
し
た
。

定
例
会
６
月
会
議

保育所や学童保育に導入されるＡＩロボットのイメージ

条
例
の
一
部
改
正

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応

�

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
費
を
補
正

○�

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

個
人
番
号
の
通
知
カ
ー
ド
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
再
交
付

手
数
料
条
文
を
削
除
す
る
改
正
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

補
正
予
算
の
内
容

　

議
会
の
議
決
を
要
す
る
工
事
請

負
契
約
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

８
，４
６
９
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
42
億
３
，４
８
１
万
９

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
保
育
所
費

�

１
０
７
万
円
の
追
加

○�

町
道
月
崎
２
号
線
局
部
改
良
事

業
費

�

１
，２
７
０
万
円
の
追
加

○�

町
道
日
向
団
地
６
号
線
整
備
事

業
費

�

２
，７
４
０
万
円
の
追
加

○�

学
習
支
援
及
び
遠
隔
授
業
環
境

整
備
事
業
費

�

９
０
９
万
円
の
追
加

計
画
の
変
更

○
第
５
次
総
合
計
画
の
変
更

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
等
に
よ
る
事
業
の
変
更
に
伴

う
一
部
変
更
。

　

後
期
実
施
計
画
の
総
事
業
費
は
、

50
億
１
，５
９
０
万
円
。

○�

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

　

新
年
度
予
算
編
成
等
に
伴
う
事

業
の
追
加
等
。

・
両
記
念
館
長
寿
命
化
調
査
事
業

・�

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
応
援

事
業

・�

町
道
本
町
大
通
り
線
地
す
べ
り

対
策
事
業

・�

国
民
健
康
保
険
診
療
所
往
診
車

両
購
入
事
業

区　分 内　　　　容

目　的 美山浄水場前処理施設整備
工事

方　法 指名競争入札
金　額 155,650,000円

相手方

松前郡福島町
石岡・金澤・小鹿特定建設
工事共同企業体
代表者　株式会社　石岡組
代表取締役　石岡　眞

区　分 内　　　　容

目　的 丸山団地町営住宅（Ｒ２棟）
建築主体工事

方　法 指名競争入札
金　額 87,450,000円

相手方

松前郡福島町
インテリア小笠原・北村経
常建設共同企業体
代表者　有限会社　北村建設
代表取締役　北村　陽一
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議
会
提
出
の
意
見
書

　

意
見
書
５
件
を
可
決
し
、
関
係

機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

　

国
の
令
和
３
年
度
予
算
に
向
け

て
地
方
財
政
へ
の
更
な
る
充
実
を

求
め
る
意
見
書
。

○�

教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と
就
学

保
障
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
負
担
率
½
へ
の
復

元
、
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化

解
消
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書

　

教
職
員
多
忙
化
や
家
計
へ
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
の
教
育

予
算
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
。

○�

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め

る
意
見
書

　

核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め
に
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
、調
印
、

批
准
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
。

○�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

か
か
る
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

か
か
る
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
。

○�

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
に
向
け
て
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
。

※�

意
見
書
本
文
は
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
議
会
提
出
議
案
」

と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【質問】
　人見坂から、国道方向に落ちている水系ですが、小沢となってい
る個所の右側はＵ字溝が設置されておりますが、左側は無いため、
降雨時のたびに土砂も流れる状況にあり、付近住民は危険を感じて
おります。
　治山工事などで対応できないか、お伺いします。

【回答】危険性はないが、経過を見ながら対応する
　当該箇所は、平成11年度小規模治山工事により、水路等の整備が行われております。
　６月９日に現地水路の確認と町道に接触する部分を地域住民立ち合いのうえ確認しました。
　水路については一部破損しているものの土砂による閉塞は確認できず、危険性はないものと思われます。
　また、町道との接触部分については、水路からオーバーフローしたことは数十年前に一度あった
だけとのことですが、台風等の降雨時は見回りを行っていきます。
　今後、経過を見ながら、町内会からの要望などがあった場合対応していきます。

文書質問
人見坂上部の降雨時に小川となる個所
の改善策を

質問者：川村明雄議員

人見坂下部の水路

議案説明をする川村委員長

議案説明をする藤山副委員長
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定
例
会
５
月
会
議
は
、
５
月

14
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
、
補
正
予
算
な
ど
町
長
提
出

の
５
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定
例
会
５
月
会
議

条
例
の
一
部
改
正（
４
件
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
費

�
４
億
４
，０
７
７
万
９
千
円
補
正

○�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
引
用
条
項
等
の

整
備
に
つ
い
て
一
部
改
正
。

○
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
た

ば
こ
税
等
の
見
直
し
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
特
例
措
置

等
に
つ
い
て
改
正
。

補
正
予
算
の
内
容

○�

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改

正
に
伴
い
、
課
税
限
度
額
、
低
所

得
者
の
軽
減
拡
充
に
つ
い
て
改
正
。

○
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
保
険
法
施
行
令
等
の
施
行

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
保
険
料
率

軽
減
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
伴
う
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

改
正
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

４
億
４
，０
７
７
万
９
千
円
を

追
加
し
、
総
額
41
億
５
，０
１
２

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○�

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費

�

４
億
４
４
５
万
円
の
追
加

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
町

民
１
人
当
た
り
一
律
に
10
万
円
支

給
す
る
事
業
費
を
追
加
。

○�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
費

�

５
９
２
万
円
の
追
加

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
児

童
手
当
対
象
児
童
へ
１
万
円
支
給

す
る
事
業
費
を
追
加
。

○
地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業
費

�

３
，０
０
０
万
円
の
追
加

　

町
独
自
の
地
域
経
済
対
策
と
し

て
、
全
町
民
１
人
当
た
り
５
千
円

の
地
域
商
品
券
配
布
や
、
休
業
要

請
等
に
伴
い
収
入
が
減
っ
た
事
業

者
に
対
す
る
助
成
金
を
追
加
。

全町民に配布された地域商品券
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定
例
会
７
月
会
議
は
、
７
月

９
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
一
般
会
計
ほ
か

１
会
計
の
補
正
予
算
の
町
長
提

出
の
２
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

参
画
者
は
１
名
で
し
た
。

定
例
会
７
月
会
議

補
正
予
算
の
内
容

国
の
第
２
次
補
正
に
伴
う
予
算
を
議
決
！

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

１
億
４
，１
１
９
万
円
を
追
加

し
、
総
額
43
億
７
，６
０
０
万
９

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○�

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
移
行
準

備
用
備
蓄
品
配
布
事
業
費

�

１
，８
９
３
万
３
千
円
の
追
加

○�

町
内
事
業
者
向
け
新
し
い
生
活

様
式
準
備
支
援
事
業
費

�

２
，０
４
４
万
９
千
円
の
追
加

■�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

�

（
第
１
号
）

　

９
５
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
３
億
２
，２
６
８
万
５
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
（
顧
問
：
北
川
正
恭
早
大
名

誉
教
授
）
が
行
う
議
会
改
革
度
ラ

ン
キ
ン
グ
２
０
１
９
に
お
い
て
、

福
島
町
議
会
が
「
情
報
共
有
ラ
ン

キ
ン
グ
」
部
門
で
全
国
１
位
の
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

研
究
所
報
道
発
表
文

　
「
福
島
町
議
会
の
特
徴
」

・�

議
会
と
し
て
、
議
員
個
々
の
政

策
や
、
実
現
状
況
の
自
己
評
価

を
積
極
的
に
住
民
へ
提
供
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
議
員
活
動

を
評
価
で
き
る
情
報
を
提
供
す

る
と
し
た
福
島
町
議
会
基
本
条

例
に
沿
っ
た
議
会
活
動
そ
の
も

の
で
す
。

・�

議
会
・
議
員
の
政
策
立
案
機
能

の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
議
員
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
、
無
投
票
、
な
り
手
不

足
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
議
会
組
織
と
し
て
の
発

信
は
評
価
す
べ
き
点
で
す
。

　
「
全
体
傾
向
」

・�

情
報
共
有
分
野
で
は
、
事
務
局

職
員
数
や
議
会
費
の
大
き
い
議

会
な
ど
人
的
・
財
政
的
に
力
が

あ
る
議
会
が
有
利
と
思
わ
れ
る

中
、
北
海
道
の
町
議
会
に
よ
る

ワ
ン
ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
い

う
結
果
で
し
た
。

・�

今
回
設
問
の
大
幅
見
直
し
に
よ

り
、
議
会
情
報
の
公
開
を
ど
れ

だ
け
進
め
た
か
と
い
う
「
量
的

な
公
開
度
合
い
」
を
評
価
す
る

以
外
に
も
、
住
民
と
共
有
す
る

情
報
の
「
質
」
や
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
「
時
間
」
を
重

要
な
要
素
と
し
て
、
調
査
の
設

問
に
落
と
し
込
ん
で
い
ま
す
。

・�

こ
こ
で
は
、「
本
会
議
・
委
員

会
の
記
録
物
」
と
い
っ
た
過
去

の
情
報
を
量
的
に
充
実
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
議
員
が
議
会
の

中
で
得
て
い
る
情
報
と
同
じ
よ

う
に
住
民
も
情
報
が
得
ら
れ
る

か
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議会改革度調査２０１９ 全国１位
情報共有ランキング

○�

福
島
町
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
費

�

１
，２
０
０
万
円
の
追
加

元気プロジェクトで岩部クルーズ利用者へプレゼントされた
特産品セットとアワビカレー（見本）
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各議案の審議結果

・賛成○、反対×、病欠△と表示しています。
・溝部幸基議長は採決には加わりません。

会

議

名

議
案
番
号

� 議　員　名

議　案　名

花
田　

勇

佐
藤
孝
男

平
沼
昌
平

木
村　

隆

川
村
明
雄

杉
村
志
朗

藤
山　

大

小
鹿
昭
義

平
野
隆
雄

審
査
結
果

５月
会議

（5/14）

5 固定資産評価審査委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

6 町税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 令和２年度一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月
会議

（6/22）

10 手数料徴収条例の一部改正 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

11 第５次総合計画の変更 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 過疎地域自立促進市町村計画の変更 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 令和２年度一般会計補正予算（第３号） ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 丸山団地町営住宅（Ｒ２棟）建築主体工事請負
契約の締結 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 美山浄水場前処理施設整備工事請負契約の締結 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委1 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委2

教育予算確保・拡充と就学保障、義務教育費国
庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、教職員
の超勤・多忙化解消の実現に向けた意見書の提
出

○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委3 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充
実・強化を求める意見書の提出 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委4 日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准
を求める意見書の提出 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委5 新型コロナウイルス対策にかかる地方財政の充
実・強化を求める意見書の提出 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月
会議
（7/９）

16 令和２年度一般会計補正予算（第４号） ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決17 令和２年度水道事業会計補正予算（第１号） ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５月会議採決の様子
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【
藤
山
　
大
議
員
】

　

地
域
に
残
る
個
性
豊
か
な
伝
統

文
化
は
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
べ
き
共
通
の
財
産
で
あ
り
、
時

代
の
影
響
を
受
け
て
、
変
化
・
消

滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
伝
統
文

化
・
お
祭
り
等
を
継
承
・
発
展
さ

せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
現
状
や
歴

史
、
特
色
等
を
十
分
把
握
し
、
協

力
す
る
伝
承
者
や
支
援
者
、
後
継

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

演
技
指
導
者
・
後
継
者
（
未
来

を
担
う
児
童
生
徒
等
）
の
確
保
、

後
世
に
残
す
た
め
の
保
存
資
料

（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
：
観
賞
用
と
演
技
指
導

用
）
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

【
小
野
寺
則
之
教
育
長
】

　

伝
統
文
化
の
中
で
も
、
松
前
神

楽
・
福
島
大
神
宮
祭
礼
行
列
・
白

符
荒
馬
踊
り
を
町
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
し
て
お
り
、
松
前
神
楽

は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

町
で
は
３
つ
の
団
体
保
存
会
に

対
し
、
保
存
・
運
営
の
た
め
に
必

要
な
費
用
の
補
助
や
定
期
的
な
公

演
開
催
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

四
ヶ
散
米
行
列
・
奴
行
列
は
途

絶
え
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、

平
成
６
年
以
降
若
い
町
民
の
方
な

ど
を
中
心
に
演
技
の
研
修
な
ど
を

行
い
、
公
開
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
人
口
減
少
と
と
も

に
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
演
技
者
募
集
等
を
町
広
報

で
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
各
保
存
会
と

連
携
し
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

藤山　大 議員

伝
統
文
化
を
未
来
に
残
す
政
策
を

保
存
会
と
連
携
し
後
継
者
の
育
成
に
努
め
る

【
小
鹿
昭
義
議
員
】

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
応
援

条
例
は
、
起
業
者
や
事
業
承
継
者

の
後
押
し
を
す
る
も
の
だ
が
、
利

用
状
況
は
ど
う
か
？

　

企
業
誘
致
条
例
は
投
下
固
定
資

産
額
の
新
設
等
（
町
外
事
業
者
３

千
万
円
以
上
、
町
内
事
業
者
１
千

５
百
万
円
以
上
）
を
対
象
と
す
る

も
の
だ
が
、
応
援
条
例
と
誘
致
条

例
の
整
合
性
を
図
り
、
一
つ
に
し

て
町
外
事
業
者
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
て
は
ど
う
か
？

　

既
存
誘
致
企
業
の
雇
用
状
況
把

握
や
今
後
の
協
力
体
制
、
新
た
な

企
業
の
誘
致
活
動
の
姿
勢
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

応
援
条
例
に
つ
い
て
は
、
漁
業

者
３
名
・
内
装
業
者
１
名
か
ら
事

前
相
談
を
受
け
て
い
る
。

　

応
援
条
例
は
町
内
で
の
起
業
者

や
事
業
承
継
者
の
、
新
た
な
事
業

へ
の
挑
戦
を
応
援
す
る
目
的
で
、

施
設
の
新
設
・
増
設
・
備
品
な
ど

の
購
入
助
成
で
あ
る
の
に
対
し
、

誘
致
条
例
は
、
用
地
・
建
物
等
の

斡
旋
や
奨
励
金
交
付
等
の
助
成
措

置
を
行
う
も
の
で
、
目
的
・
対
象
・

助
成
内
容
が
異
な
り
、
条
例
を
統

一
す
る
必
要
は
な
い
。

　

企
業
誘
致
条
例
施
行
後
、
指
定

さ
れ
た
事
業
者
は
５
社
で
、
現
在

も
２
社
が
事
業
継
続
し
て
お
り
、

従
業
員
数
は
38
人
、
社
会
保
険
等

の
加
入
者
数
は
34
人
で
あ
る
。
地

勢
面
等
で
不
利
な
面
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
積
極
的
な
誘

致
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
地

元
企
業
雇
用
等
促
進
条
例
等
で
事

業
継
続
に
協
力
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
条
例
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
条
例
の
統
一
は

制
度
の
性
質
か
ら
統
一
の
必
要
は
な
い

４名の議員から４問の一般質問がありました。質問・答弁を抜粋・要
約して掲載しました。一般質問

小鹿　昭義 議員
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詳しい質問内容については、議会ホームページをご覧ください。 一般質問
【
木
村
　
隆
議
員
】

　

次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

文
科
省
通
知
で
は
「
複
数
年
教

育
課
程
編
成
可
」「
授
業
時
間
の

20
％
程
度
の
補
習
・
家
庭
学
習

可
」
だ
が
、
当
町
の
方
針
は
？

②
夏
休
み
短
縮
は
あ
る
か
？

③�

学
校
祭
・
修
学
旅
行
の
実
施
見

込
み
や
高
校
の
海
外
修
学
旅
行

に
係
る
情
報
収
集
状
況

④�

部
活
に
お
い
て
、
今
後
３
年
生

出
場
の
大
会
等
は
？

⑤�

福
島
学
ジ
ュ
ニ
ア
等
の
事
業
実

施
、
プ
ー
ル
授
業
の
見
込
み

⑥�

感
染
し
た
場
合
の
生
徒
の
心
の

サ
ポ
ー
ト
等

【
小
野
寺
則
之
教
育
長
】

①�

行
事
の
見
直
し
・
工
夫
に
よ
り

年
度
内
で
教
育
課
程
を
修
了

②
25
日
間
を
16
日
間
に
短
縮

③�

学
校
祭
・
学
習
発
表
会
は
工
夫

し
な
が
ら
実
施
、
修
学
旅
行
は

小
学
校
10
月
・
中
学
校
３
月
で

計
画
、
宿
泊
研
修
は
日
帰
り
と

す
る
予
定
、
高
校
海
外
見
学
旅

行
は
国
内
に
切
り
替
え
予
定

④�
陸
上
は
８
・
10
月
の
記
録
会
、

バ
ス
ケ
は
11
月
函
館
・
渡
島
・

檜
山
交
流
大
会
、
野
球
は
７
月

函
館
地
区
大
会
、
吹
奏
楽
は
秋

に
渡
島
管
内
規
模
演
奏
会
を
予

定
⑤�

教
育
事
業
は
２
学
期
か
ら
実
施

方
法
を
工
夫
し
実
施
、
プ
ー
ル

授
業
は
利
用
人
数
制
限
し
実
施

⑥�

学
級
担
任
や
養
護
教
諭
な
ど
学

校
全
体
で
児
童
生
徒
を
き
め
細

か
く
観
察
し
、
い
じ
め
等
を
未

然
防
止
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
派
遣
要
請
な
ど
対
応
に

万
全
を
期
す
る
。

木村　隆 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
・
対
策
は

対
策
に
万
全
を
期
し
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
た
い

【
平
沼
昌
平
議
員
】

　

全
国
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が

５
月
28
日
で
解
除
さ
れ
、
第
３
波

対
応
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

当
町
に
感
染
者
が
出
て
、
小
さ

な
連
鎖
が
続
く
と
想
定
し
た
場

合
、
病
院
や
介
護
施
設
、
在
宅
介

護
事
業
等
を
含
め
て
感
染
症
対
策

を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
観
光
施
設
の
接
客
対
応
に
も

検
温
や
フ
ェ
ー
ス
カ
バ
ー
等
の
必

要
性
を
感
じ
る
。
教
育
現
場
や
免

疫
力
の
弱
い
方
々
の
施
設
、
医
療

関
係
者
に
対
し
て
備
品
の
確
保
な

ど
を
明
確
に
周
知
し
、
補
助
対
応

の
検
討
を
し
て
は
如
何
か
。

【
鳴
海
清
春
町
長
】

　

当
町
に
感
染
者
が
出
た
場
合
、

作
成
済
み
の
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
に
基
づ

き
対
応
す
る
。

　

現
時
点
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
は
、
町
民
で
疑
い

の
あ
る
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た

場
合
、
渡
島
振
興
局
長
か
ら
私
に

直
接
電
話
が
入
る
。
初
動
か
ら
渡

島
保
健
所
や
感
染
症
指
定
医
療
機

関
な
ど
と
関
係
機
関
と
の
連
携
管

理
と
な
る
。
感
染
経
路
聞
き
取
り

調
査
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
は
保

健
所
が
行
う
。

　

こ
れ
ま
で
町
民
の
感
染
予
防
対

策
と
経
済
対
策
に
力
点
を
置
い
て

施
策
を
講
じ
て
来
た
が
、
国
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
新
た
な
生
活

ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
た
め
に
必

要
な
支
援
と
し
て
、
新
た
な
助
成

制
度
を
構
築
し
、
危
機
意
識
の
共

有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

平沼　昌平 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
当
町
の
今
後
の
取
り
組
み
は

新
た
な
助
成
制
度
創
設
や
危
機
意
識
の
共
有
を
図
り
た
い
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アワビ陸上養殖事業の進捗状況と今後の見込みについて

【論点と意見】
企業化確立のため、販売戦略の検討を鋭意進められたい！

１　飲食店等の販売サイズ大型化の要望対応について
　�　養殖アワビの販売サイズは55㎜を基本としてい
るが、飲食店等消費者からの大型アワビの需要等に
柔軟に対応できるよう、試験用として養殖している
70㎜超サイズを、飼育槽の個体数調整等により販
売実現する方策を検討されたい。

２　冷凍アワビの販売単価について
　�　一般的には活販売よりも冷凍販売の方が、安く単
価設定されるが、資料では割高な単価設定になって
おり、瞬間冷凍・真空パック・化粧箱詰めが冷凍販
売の割高の要因としているが、具体的な積算根拠が
明確に示されていないので、利益を含む卸売価格の
設定の再検討を強く望む。

３　販売計画、成長データの整理・活用について
　�　提示された販売計画は、現在、取得・整理してい
るデータをもとに、今できることを優先する計画で
あり、データについては、今後、さらに整理すると
のことであるが、市場に対応できる価格設定、養殖
期間の短縮等、事業実施の課題解決に重要となる季節毎の海水温別成長データ等の精査・分析
を、さらに進められたい。

４　総括的意見について
　�　提示された収支計画は、全てのあわび個体が、２年間（24か月）で販売サイズ（55㎜）に
成長するとの前提で積算されているが、試験効果から、１年半（18か月）から販売が可能となっ
ており、試験データによる綿密な積算を示し、今後に臨むことが重要であると思慮する。
　�　収支計画の収入では、年間販売数は60,000個、うち活販売44,500個、箱入り冷凍販売
15,500個とのことであるが、具体的な販売経路や方法が明確にされておらず、ふるさと納税
を含む販売戦略の検討を鋭意進められたい。

【調査概要】令和２年６月８日開催
　水産業の新たな可能性と企業化を目指した「蝦夷アワビブランド化事業」は、平成29年度
に整備した「陸上養殖施設」を拠点に進めていますが、事業開始直後の取水不具合による養殖
稚貝の大量へい死やマーケティング事業の遅れなどから、当初目標にしていた令和元年度企業
化の予定がずれ込んでおりますので、調査しました。

販売サイズになった養殖アワビ

養殖アワビパンフレットと販売用化粧箱

経済福祉 常任委員会レポート
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種苗生産等施設整備事業に
ついて

【論点と意見】
計画水量の確実な取水と、これに係るコスト圧縮を！

１　施設集約に係る町の基本的構想等について
　�　漁業協同組合とともに検証したアワビ中間育成施
設や昆布養殖施設、ウニ種苗育成センターの現況・
課題・維持管理費削減等の考え方を受託業者にしっ
かり伝え、地域の実情や考え方を把握した中で策定
作業が進められることを強く望む。現ウニ種苗セン
ターの有効活用も検討されたい。

２　施設の集約場所について
　�　種苗生産施設を整備する場合の最重要課題は、「海水の取水と、これに係る経費の圧縮」で
ある。三施設の集約場所については、海岸線に集約施設規模に対応できる町有地を有する場所
が理想的であると思慮する。適地としては、宮歌のアワビ中間育成施設付近での改修、若しく
は新設が有力候補との説明であったが、「アワビ陸上養殖施設」に付随した遊休地についても、
管理の共有化等の可能性が期待できるので、トータル的に比較検討し判断されることを強く望む。

【調査概要】令和２年６月８日開催
　町内に点在している水産業種苗生産施設は、
建設後の経年劣化等により維持管理費が相当
かさんでいます。町は、今後の前浜資源の安
定生産と、施設管理の効率化・コスト削減を
目的とした施設集約の基本構想策定業務を発
注したので、調査しました。

経済福祉常任委員会レポート

ウニ種苗育成センター内部の様子

新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金対象事業について

【論点と意見】
農・漁業者対策と、今後のさらなる予防対策・経済支援対策を！
１　農業者・漁業者への対策について
　�　農業や漁業関係者等、休業補償の対象とならなかった職種についても、コロナ感染症の影響
を受け、農産物や漁獲物等の消費が進まず、活動に大きな支障をきたしている。国の第２次補
正後に検討される町の独自対策においては、これら農・漁業者等を含む全般的な経済対策の検
討を強く望む。

２　福島町に感染者が出た場合の対応について
　�　現状では、福島町は感染者が出ていないが、感染者が出た場合、町内医療機関・福祉施設の
状況把握、町のバックアップ、関係機関との連携など、時間を置かず対応しなければならない。
　�　このため感染者が出たと想定した、現在の町コロナ対策本部の体制検討、医師との連携、福
祉施設との感染予防対策の確認、予防対策備蓄品の確保等を積極的に進め、業種を問わず町全
体がコロナ感染対策に対する危機感と共通認識を持つことが肝要であり、緩みがちな意識の醸
成を図ることを強く望む。

【調査概要】令和２年６月８日開催
　新型コロナウイルス感染症対策に係る町の
対応は、飲食店応援商品券発行補助・全町民
への商品券配布、また、経営持続化助成金な
ど町独自の対策をいち早く進めてきましたが、
今後の対策も含め調査しました。
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新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金対象事業について

【論点と意見】
町民の士気向上策として花火大会を！

１　町民の士気向上策について
　�　半年にわたる新型コロナ感染症に対する町民の戦いは、今も続いており、産業をはじめとす
る経済界の閉塞感、臨時休校・夏祭り等中止による町民ストレスの高まりなど、町内活力はか
なり低下していると思慮する。
　�　今後、町は、第３弾・第４弾の経済対策等を検討・実施すると期待されているが、町民の沈
んだ気持ちを楽しく変えることができるよう、夏の一夜、出稼ぎ者の慰労と帰省者の歓迎の意
味等も込めて、「花火打ち上げ」の期待の声が寄せられている。花火会場の変更や時間短縮、
遠い場所からでも楽しめる高く上がる花火など、「三密」を防ぐ対策をしながら、町民の心の
ケア、町民士気向上策として検討されたい。

２　インターネット環境がない家庭へのモバイルルーター貸与方法等について
　�　モバイルルーターの貸与については、今後、学校が臨時休業した場合に、インターネット環
境が無い家庭への遠隔授業のためのツールとのことであるが、Wi-Fi環境や、モバイルルーター
等を自費購入した家庭との問題、タブレット利用は教諭作成の資料活用が中心で、インターネッ
ト環境不要などを考慮のうえ、次年度以降の活用方法、貸与方法を十分検討されたい。

【調査概要】令和２年６月16日開催
　新型コロナウイルス感染症対策に係る町の
対応は、飲食店応援商品券発行補助・全町民
への商品券配布、また、経営持続化助成金な
ど町独自の対策をいち早く進めてきましたが、
今後の対策も含め調査しました。

デマンドバス利用料等の見
直しについて

【論点と意見】
委員会意見は、賛成・反対の両論併記！

１　料金値下げ検討に係る関係資料について
　�　町が示した料金値下げ（案）は、同一日に２回以
上デマンドバスを利用する場合、２回目以降の料金
を値下げするという往復割引導入であったが、内容
検証に係る算定根拠、民間事業者に及ぼす影響等を
検討する関係資料の提出がなかった。今後の調査等
においては、関係資料の提出を強く求める。

２　総括的意見について
　　往復割引導入（案）に関する当委員会の意見は、次のとおり両論併記とする。
　⑴　反対意見～�当委員会意見の趣旨を配慮した折衷案とはいえ、１回目の割引が無ければ利用

者の「料金が高い」というイメージは払拭されない。協議会で再検討すべきである。
　⑵　賛成意見～�町の考え方は理解する。この案で、申請を行い新たな事業年度に対応されたい。

【調査概要】令和２年６月16日開催
　当委員会では、昨年５月20日開催の調査で、
「利用料金値下げに関する意見書」を町に送
付しました。町はこれを受け、昨年度「利用
料金の見直し」を議題に、地域公共交通確保
維持改善協議会を２回開催したので、調査し
ました。

乗車予約者を待つデマンドバス

総務教育 常任委員会レポート
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国の第２次補正に伴う新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金対象事業について

【論点と意見】
町民・事業者に説明・啓発し、関係機関との連携強化を！

１　今回提示された臨時交付金対象事業について
　�　今回示された12事業については、概ね妥当であることを確認したが、次の点については、
事業内容等を検討されたい。

　⑴�　町内事業者向け「新しい生活様式」準備支援事業については、一律１社10万円の交付で、
計画・実績を求めないとの説明であったが、少なくとも町として、どのような「感染症拡大
防止対策」等を求めるのかを示す必要がある。

　⑵�　一般町民等に向けた「新しい生活様式」につい
ては、備蓄品等の配付が計上されているが、今後
も想定される感染症対策として、予防の徹底（手
洗い・消毒・マスク等）を継続することが最も重
要であり、計画されているごみ袋の啓発ロゴプリ
ントに加え、防災無線やチラシ・広報等での啓発
を盛り込むべきである。なお、手洗いについては、
ぬるま湯が推奨されており、利用できない施設（福
島中学校等）の早期整備を望む。

２　今後検討する臨時交付金対象事業等について
　�　今回提示された事業は、国の第２次補正に対応した町の第１弾であり、今後の事業計画作成
にあたり、次の点を考慮されたい。

　⑴�　特に濃密な接触を要する医療機関・介護事業所等は、これまでにない対策費をかけて運営
をし、今後想定される第３波・第４波に向けて新たな対策も余儀なくされる可能性があるの
で、しっかり状況を把握したうえで支援していくべきと
思慮する。

　�　また、第３波・第４波の予防や当町からの感染者を想定
し、医療関係者・高齢者福祉事業者・保健所などの関係機
関が共通認識を持つ必要があり、課題について協議する会
議を設定し、対処方針を作成、町民へ周知徹底されること
を強く望む。

【調査概要】令和２年６月29日開催
　町の新型コロナウイルス感染症に係る「国の第１次補正」対応の地方創生臨時交付金事業に
ついては、定例会６月会議までに予算を補正し実施してきましたが、このたび、町より「国の
第２次補正」対応分の交付金対象事業（案）が示されたので、調査しました。

教室内に設置している電気温水器
　　　　　　　　　（福島小学校）

連合審査会レポート
　連合審査会とは、事件の付託を受けた委
員会が、他の関連する委員会と合同で調査
するために開く会議のことです。
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◇ 会議等出席状況 ◇◇ 会議等出席状況 ◇
　会議や議会へ通知があった行事等の６月から７月までの出
席状況をお知らせします。
　「○」は出席、「×」は欠席、「－」は出席不要・任意、「◎」
は委員外議員として出席、「△」は別公務・病欠のため、「職」
は正副議長の職務出席を表しています。

年 月 日 会　　　議　　・　　行　　事　　名
花

田

佐

藤

平

沼

木

村

川

村

杉

村

藤

山

小

鹿

平

野

溝

部

６月８日 経済福祉常任委員会（アワビ陸上養殖、種苗生産施設、
新型コロナ臨時特例交付金） － ○ ○ － ◎ － ○ ○ ○ ○

　11

一般質問通告 － － ○ ○ － － ○ ○ － 職

議会運営委員会（定例会６月会議運営） ○ △ ○ － ○ － － ○ 職 職

経済福祉常任委員会意見書手交 － △ － － － － ○ － ○ ○

　15 定例会６月会議勉強会 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　16 総務教育常任委員会（デマンドバス、新型コロナ臨時
特例交付金） ○ － － ○ ○ ○ － － ○ ○

　18 総務教育常任委員会意見書手交 － － － － ○ － － － ○ ○

　22
定例会６月会議 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（定例会６月会議反省事項） ○ △ ○ － ○ － － ○ 職 職

　25
定例会６月会議反省事項（議運）の手交 － － ○ － － － － － ○ ○

福島町まちづくり工房令和２年度社員総会 ○ － － － － － － － － ○

　29 総務教育常任委員会・経済福祉常任委員会連合審査会 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月２日 総務教育常任委員会・経済福祉常任委員会連合審査会
意見書手交 － － － － ○ － － － ○ ○

　８ 渡島西部広域事務組合第３回臨時会 － △ － － － ○ － － － ○

　９

議会運営委員会（定例会７月会議運営） ○ △ ○ － ○ － － ○ 職 職

定例会７月会議 ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（定例会７月会議反省事項） ○ △ ○ － ○ － － ○ 職 職

　17 議会運営委員会（議会だより編集） ○ △ ○ － ○ － － ○ 職 職

　20 総務教育常任委員会（学校給食） ○ － － ○ ○ ○ － － ○ ○

平成25年度以来の開催となった連合審査会
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大
学
時
代
か
ら
文
学
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達
で

年
一
回
、
道
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外
の
登
山
や
仏
閣

巡
り
、
時
に
は
秘
境
探
検
な
ど
を

続
け
て
い
る
。
昔
の
作
家
が
訪
れ

た
場
所
な
ど
も
探
訪
し
て
お
り
、

一
昨
年
は
「
北
海
道
１
５
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年
」

で
松
浦
武
四
郎
の
縁
の
あ
る
道
南
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っ
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昨
夏
、
武
四
郎
も
通
っ
た
と
知

り
「
殿
様
街
道
」
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

さ
ら
に
骨
の
折
れ
る
登
山
と
聞
き

「
丸
山
神
社
」
登
山
を
丸
一
日
か

け
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行
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た
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中
で
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旧
松
前
線

の
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坑
ト
ン
ネ
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や
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（
や
し
ろ
）
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建
造
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て
、

先
人
の
気
概
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苦
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を
感
じ
た
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今
春
、
そ
の
福
島
町
に
異
動

し
、
中
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
。

町
に
は
岩
部
・
千
軒
・
吉
岡
等
、

「
福
島
遺
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と
も
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そ
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生
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を
、
先
人
の
よ

う
な
心
身
と
も
に
強
い
人
間
に
育

て
た
い
。
そ
し
て
豊
か
な
自
然
と

歴
史
を
持
つ
、
こ
の
郷
土
を
愛
す

る
人
間
に
育
て
た
い
。

　

祖
父
は
戦
時
中
、
国
民
徴
用
令

に
よ
り
群
馬
県
の
軍
需
工
場
に
動

員
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
陸
軍
第
七

師
団
に
徴
兵
さ
れ
、
南
樺
太
に

行
っ
た
後
、
本
土
決
戦
の
準
備

を
し
て
い
た
帯
広
で
終
戦
を
迎
え

た
。
と
こ
ろ
が
数
年
経
っ
て
も
吉

岡
に
帰
っ
て
来
な
い
の
で
、母（
曾

祖
母
）
が
帯
広
に
行
き
連
れ
戻
し

て
き
た
。
祖
父
は
都
会
志
向
だ
っ

た
の
で
、本
当
は
帰
り
た
く
な
か
っ

た
と
思
う
。
し
か
し
海
軍
に
徴
兵

さ
れ
た
祖
父
の
弟
は
、
山
口
県
に

行
き
沖
縄
戦
に
向
か
う
艦
船
（
海

軍
軍
艦
）
に
乗
り
玉
砕
。
19
年
の

人
生
を
終
え
た
。
沖
縄
戦
の
兵
士

で
最
も
多
い
戦
死
者
を
出
し
た
の

は
、
桁
違
い
に
北
海
道
出
身
者
で

あ
る
。
開
拓
地
の
人
間
の
命
が
安

く
扱
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
年

は
町
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式
は
中

止
と
な
っ
た
が
、お
墓
参
り
に
行
っ

て
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。

福
島
中
学
校
教
頭

�
宮
川
　
高
宏 

さ
ん

総
務
教
育
常
任
委
員

�

木
村
　
　
隆

福 
島 
遺 

産

戦
後
75
年
を
迎
え
て

町
民
の
声

議
員
の
雑
感

議会の主な会議・行事予定 ※変更・追加となる場合もあります。

８月３日㈪　　議会基本条例諮問会議　　　　　　　午後３時～　　　　委員会室
９月８日㈫　　一般質問通告　　　　　　　　　　　午前10時～午後２時
　　　　　　　議会運営委員会　　　　　　　　　　午後３時～　　　　委員会室
　　　　　　　・定例会９月会議の運営ほか  
　　10日㈭　　９月会議勉強会　　　　　　　　　　午後１時30分～　　議員控室
　　16日㈬　　定例会９月会議　　　　　　　　　　午前10時～　　　　議会議場
　　　　　　　決算審査特別委員会（令和元年度決算・事務事業評価）
10月５日㈪　　議会基本条例諮問会議　　　　　　　午後３時～　　　　委員会室
11月２日㈪　　議会基本条例諮問会議答申書手交

　

本
来
で
あ
れ
ば
今
頃
は
日
本

中
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
熱

中
し
て
い
る
時
期
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す
が
、
全

世
界
に
猛
威
を
振
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っ
て
い
る

新
型
コ
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ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
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り
、
１
年
延
期
と
な
っ
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し
ま
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ま
し
た
。

　

全
国
的
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緊
急
事
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宣
言
、

都
道
府
県
間
の
往
来
の
自
粛
要

請
が
解
除
と
な
り
ま
し
た
が
、

感
染
症
の
完
全
鎮
圧
と
は
な
ら

ず
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
消
毒

を
徹
底
し
な
が
ら
の
自
粛
ム
ー

ド
が
続
い
て
お
り
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
の
短
い
夏
休
み

も
始
ま
り
、
久
し
ぶ
り
に
帰
省

し
て
く
る
皆
さ
ん
と
一
緒
に
賑

や
か
な
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
お
盆

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

次
回
（
令
和
２
年
12
月
１
日

発
行
）は
、定
例
会
９
月
会
議
・

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
中
心

に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

編
集
後
記
　北方領土返還要求運動

シンボル「千島桜」


